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第 1章 問題の所在と研究目的 
 
 
第 1節 問題の所在 
 
1 道徳教育へのかかわりと新たな課題 









































































































































 新しい生命尊重の教育の実践として、学校現場で小学校 6 年生に対して実施した道徳授
業を分析する。1 つ目は、1 時間の道徳授業の中に複数の道徳的価値（「生命尊重」と「寛
容」）をねらいとするもの。2つ目は、2つの道徳的価値をねらいとして、複数時間扱い（3



















＊2 1995（平成 7）年 1月 17日 05時 46分、淡路島北部の北緯 34度 36分、東経 135度 02分、深さ 16ｋｍを震源とす
るマグニチュード 7.3 の地震が発生した。この地震により、神戸と洲本で震度 6 を観測したほか、東北地方南部から九
州地方にかけての広い範囲で有感となった。さらに、気象庁の地震機動観測班の現地調査によって、神戸市や淡路島の
一部地域では震度 7 に相当する揺れが発生していたことが判明した。総務省消防庁の統計によると、この地震による被






鉄サリン事件=首都中心部を大混乱に陥れるため、ラッシュアワー時の東京の営団地下鉄 3 路線 5 列車でサリンを散布、




高裁 10 部は 06 年 3 月、一審死刑判決を不服とした弁護側の控訴を棄却し、裁判の手続きを打ち切る決定をした。同高
裁刑事 11 部は 06 年 5月、この決定を支持、弁護側はこれを不服として 6 月、最高裁に特別抗告した。弁護団は 7 月、
「松本被告は訴訟能力が失われている可能性が高い」として、専門的治療が必要とする精神科医の意見書を最高裁に出
した。最高裁は 9月 15日に特別抗告を棄却、松本被告の死刑が確定した。（緒方健二 朝日新聞記者 / 2007年『コト
バンク』ホームページより) 











緊急災害警備本部によると、被害は東北 3県を中心に 1都 1道 20県に及び、死者 1万 5848人、行方不明者 3305人。
建物被害は、全半壊 37万戸超、全半焼 281戸など。道路損壊 3918カ所、山崖崩れ 205カ所などだった(いずれも 12年
2月 10日現在)。また、内閣府は、住宅、工場、店舗、農林水産施設、ガス、水道、道路、港湾、学校、病院などの資
本ストックの被害額を約 16兆 9億円と推計している(11年 6月 24日発表)。この地震と津波により、福島県の海岸線に
建つ福島第一原発が外部電源や多くの非常用電源設備の機能を失ったことなどによって、炉心を冷却する機能が損なわ


















＊9 31年間の教職生活で、公立小学校での勤務は 3校 15年間。東京都の行政機関（東京都立教育研究所）で内地 留
学生として研究をしたのが 1年間、私立学校での勤務は設置準備室の 1年間を含めて 15年間。道徳教育の実践および研
究から離れた年は 1年間もない。 
＊10 「死」をテーマにした道徳授業を実践することに限界を感じるようになった要素はいくつか挙げられるだろう。 




・「死」を扱った読み物資料は、その読後に大変に落ち込んだ雰囲気となり、発言にも活発さが見られない。深く内   
面で考えている様子は分かるが、そこから生命を尊重する道徳性を高める指導へとつなげていく難しさを感じた。 
＊11 古くから「死」は忌み嫌うものであり、こうした風習や文化はこれまでもそしてこれからも続いてくと考える。   
学校現場の先生方からは、都立教育研究所道徳研究室で１年間研究をしている際にも、調査依頼のためにお邪魔した学
校の校長先生からは何度か言われた経験がある。 













































・第 1に 80 年代以降の学術論文から３つのキーワード（「生命尊重」「道徳」「死」）のいず
れかに該当する論文にあたる。ただし、これら論文の中には第１の調査結果を含む学術
論文が含まれている場合もある。なお第 1,2の結果について年表を作成してまとめる。 
・第 2に 80 年代以降の未成年が加害者となった殺人事件や大震災、テロ事件などをその年
表＊2の中で、対比できるようにする。 















































齢となる 11 歳で比べると、1982年の都研での調査では 87.1％、1993年の上薗は「はい」
が 95.2％で、1996年の筆者は 70.1％だった。 
「いつかは死ぬ」に「はい」と回答した者の割合が、都研の調査に対して 11年後の上薗













































































5  第 5期(2011 年頃～現在) 
「死をふりかえるだけでなく、生命を育む新たな生命尊重の教育を模索する時期」 



































































































































* 1 「生命尊重の教育」に関する学術論文、生命に関わる重大事件、生と死の調査研究について、Google Scholarを 
もとに検索をかけて、それぞれについて時系列に並べ替えた。 
＊2 本論文 17～18頁に生命尊重の研究動向を示す年表を掲載した。 
＊3 上薗恒太郎(1993)「子供の死の意識における感情表出年齢と道徳教育」『長崎大学教育学部教育科学研究報告』   
45、89-97頁。 
＊4 アルフォンス・デーケン（独: Alfons  Deeken , 1932年 - ）ドイツ オルデンブルク生まれ，イエズス会司祭、
哲学者,上智大学名誉教授，死生学,主な著書 1995年『ユーモアは老いと死の妙薬 死生学のすすめ』講談社、1996年『死
とどう向き合うか』（NHKライブラリー）。                    
＊5 東京都教員研究生制度  １年間にわたり学校現場を離れて大学や研究所において今日的教育課題の解決に向け
て東京都教育委員会の指導主事の指導を受けながら、テーマを設けて調査研究活動を行う制度。 
＊6 東京都立教育研究所 相談部 児童生徒研究室（1981〜1982)「子供の『生と死』に関する意識の研究」、23-25 頁。 





*10 田沼茂紀 (2007) 「義務教育段階における生命尊重カリキュラム構造の課題」『高知大学 教育実践研究』No,21、
78-82頁。 
*11 長崎県教育委員会 (2005)「児童生徒の『生と死』のイメージに関する意識調査について」長崎県教育委員会調    
査報告書(http://www.pref.nagasaki.jp/edu/gikai/contents/teirei/200501/isikityousa.pdf)、12-13頁。 
*12 大仲政憲 (2010)「生命尊重に関する指導のあり方についての提言―児童・生徒から教育養成大学学生の実態に    






*15 堀江宗正（2014）「日本人の死生観をどうとらえるかー量的調査をふまえて」東京大学 死生学・応用倫理セン    
ター主催 上廣死生学・応用倫理講座発表資料。 




の進行 ③都市部を中心に親族、近隣との関係が希薄化 ④新興企業などによる葬儀料金の明瞭化 どの要因もあって
下落傾向にある。 
*17 同上。死んでも魂は永遠に不滅で生きている状態であるという考え方の代表的なキーワード。 
*18 文部省 1988（平成元）年 3月 学習指導要領 小学校指導書説道徳編、36頁。 
    ３－(2) 生命がかけがえのないものであることを知り、自他の生命を尊重する。 










*24 神戸連続児童殺傷事件等を指す。詳細は、第 1章注４を参照のこと。 
*25 同上書、83頁。 
*26 太宰治 (1952) 『人間失格』新潮社、18頁。 
*27 同上。人は殺そうとしても病気であっても最終的に死ぬのではなく、あの世でも生きているという考え方の代表      
的なキーワード。 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1節 改正教育基本法における道徳教育の位置付け－教育の目的‣目標の分析 
 















































































第 2節 道徳教育の目標 
 
１ 学習指導要領から 
 教育基本法の改正ののち、2008（平成 20）年 3 月に全面改訂となった小学校および中学




















同じく第 1 章 総則の第 1 教育課程編成の一般方針の 2 には、道徳教育の目標が示され
ている。ここでは 2015（平成 27）年 3月に一部改正された小学校学習指導要領*4（以下「改
正後の小学校学習指導要領」という。）に基づいて考えてみる。 





   道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき，自己
の生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間として他者と共によりよく
生きるための基盤となる道徳性*5を養うことを目標とする。 





































第 3節 学習指導要領における「生命尊重」に関する内容項目について 
  




































































第 4節 生命尊重の教育のとらえ方 
 











つまり、「特別の教科 道徳」は道徳教育の要＊10という位置付けになっている（図 3参照）。 
 
    学校全体で取り組む道徳教育       学校全体で取り組む生命尊重の教育 
     道徳授業（道徳の時間）       「生命尊重」をねらいとした道徳授業 
 













































＊1 改正教育基本法 2006（平成 18）年 12月 15日第 165回臨時国会において成立し 12月 22日に公布施行された。 





政府見解は、教育基本法案に関する質問主意書に対する答弁書（内閣衆質 165 第 230 号、平 18.12.19）「学習指導要
領は、学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 20 条、第 38 条、第 43 条等の規定による委任に基づき、教育課程
の基準として文部科学大臣が告示として定めるものであり、お尋ねの各教科及び各科目の目標、内容及び内容の取扱い
を含め、法規としての性質を有している。」）。 






    ②人間としての本来的な在り方やよい生き方を目指してなされる道徳的行為を可能にする人格的特性であり、人
格の基盤をなすものである。（文部科学省 2008（平成 20）年 6月『小学校学習指導要領解説 道徳編』、15頁） 
③道徳性とは、人間としてよりよく生きようとする人格的特性であり、道徳教育は道徳性を構成する所様相であ
る道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲と態度を養うことを求めている。（文部科学省 2015（平成 27）年 7月
『小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』、19頁） 
＊7 文部省 1988（平成元）年 3月『小学校指導書 道徳編』、6～7頁。 
* 8  道徳教育の充実に関する懇談会 2013（平成 25）年 12月「今後の道徳教育の改善・充実方策について（報告）
～新しい時代を、人としてより良く生きる力を育てるために～」、9頁。 
＊9 これについては、以下の中でも説明が加えられているので参考にしたい。 
















































































なる PSHE 教育とシティズンシップ教育の中身について考える。 
(1)  PSHE 教育 










修の充実を PSHE 協会＊7が中心となって実施している。 








し、安全で健康な自分自身を維持するために、優れた学習理解の力を持っています。」   
この小学校の PSHE 教育カリキュラムの主題としては、年間を通じてのレッスンではな










ない子どもの人格形成に応用できると期待されている。                    
(2)  シティズンシップ教育 
 シティズンシップ教育の目的は、社会をよりよくするために自発的に行動する「積極的・
活動的な市民」の育成を目指すものである。英国では、2000 年版カリキュラムのキー・ス























① 知識の柱 自由と秩序,民主主義,政治制度,選挙制度,紛争,国際協力,法制度, 
アイデンティティ,多様性,相互理解と相互尊重,地域貢献 
② スキルの柱 思考,討議,ディベート,交渉,調査分析,プレゼンテーション 
⇒ 市民の生活として実際に必要となってくるコンピテンシー能力 













































































いて独自のコースカリキュラムを組んでいるが、そ     
こでは道徳や宗教をテーマにした学校もある。   

































































(1)  韓国の「道徳」の目標 




























































(2)  韓国の道徳の教科書  
現在韓国の道徳教育に関する教科およびそれに関連する教科書は以下のとおりである。
① 小学校１～２年生   『正しい生活』 
これらは、小学校３年生から始まる教科「道徳」の準備段階にあたる科目の国が発行する
教科書である。 
② 小学校３～６年生    『道徳』 
③ 中学校１～３年生    『道徳』 
④ 高等学校 選択教科   『生活と倫理』 『倫理と思想』 
 これらのほかに、全面主義教育から見た場合に、韓国では教科としての道徳だけでなく、
生活指導（生徒指導）にかかわる教科書も作成している。それが『生活の手引』である。こ



















        目  次 
１ 大切な私 本当の私・・・・・・   6 
２ 正しい行動・・・・・・・・・・・  32 
３ 対立を会話で解く・・・・・・・・  58 
４ 北朝鮮の民族・・・・・・・・・・  84 
５ 配慮と奉仕 ・・・・・・・・・・  110 
６ 公正な生活 ・・・・・・・・・・ 136 
７ 大きくて美しい愛・・・・・・・・ 162    
８ 愛をもらって平和な生活・・・・・ 188 
図 6 小学校 6年生の道徳教科書目次 
 









など、日本の副読本と大変似ている部分も     図 7 読み物教材『銀の燭台』と格言 









子どもが直面するだろう身近な課題となっ    
















図 9 日常生活の問題解決場面             図 10 道徳的知識に関するクロスワードパズル 
 
3 韓国の宗教教育 
(1)  韓国の宗教について 
 韓国の宗教人口の内訳は、2010 年の統計＊28 によれば、仏教徒 22.8％、プロテスタント














































(3) 宗教教育の流れ②－「第 7次教育課程」から現在まで 
高等学校における宗教教育は、「2007年改訂教育課程」における科目「生活と宗教」に見





















 図 11は、中学校 2年の道徳科教科書の一部であ  図 11 中学校 2年道徳科教科書の一部分 
る。ダライ・ラマやローマ法王を写真付きでとりあげ、それぞれの宗教についての説明を加
えている。 












































































      宗派教育・・・・・・公立学校では指導できない。 
      宗教知識教育・・・・公立学校でも指導ができる。 
      宗教的情操の教育・・・公立学校において指導が可能かどうか判断が分かれる。 
















































＊1  押谷由夫 2012 年 10 月 「本研究の意図と願い」『学校における宗教にかかわる教育の研究①‐日本と世界の
宗教にかかわる教育の現状－ 』公益財団法人 中央教育研究所、２～３頁。 
＊2  インタビューを実施した教育関係者は以下のとおり。 
  ＜ケンブリッジ大学＞ 
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Dr. Michel Robson （the science of religion） 
Fellow St. Edmund’s College Academic Advisor E: mjpr@cam.ac.uk 
Dr. Scott Annett ( literary )   Education Director   E: scott@bbgroup.co.uk 
Mr. Stewart  Eru      Education Director 
＜中等教育学校の副校長＞ 
Mr. Richard Matthells   
Mr. Peter Jones 
＜PSHE Association＞ 
Mr. Joe Hayman (Chief Executive)   
なお、Mr. Hayman から贈呈していただいた著作もＰＳＨＥ教育の調査の参考とした。 
Hayman, J. (2012). British Voices- The UK in its Own Words. London : Matador 
＊3  韓国の国定教科書  道徳は小学校 3年生から教科となる。 
    小学校 1年生、2年生  『正しい生活』 春、夏、家族、学校 各 4巻ずつ。 
    小学校 3年生～6年生  『道徳』    各学年 1巻。 
    中学校１年生～3年生  『道徳』    3年間で 2巻。 
    高等学校１年生～3年生 『生活と倫理』 教科で 1巻。 
＊4  イギリスの全人口が 6411万人（2013年現在）でイングランドの人口はその 84％にあたる。（外務省ＨＰより） 
＊5  学校でなされる全ての教育活動を通して道徳教育を進めていこうとするもので、道徳教育を実施するための特定
の教科を敢えて設けないもの。 
＊6  大久保正弘（2012）「第２編 わが国における導入の可能性について ‐英国の事例との比較分析から」 長沼豊
/大久保正弘 編著『社会を変える教育 Citizenship Education』Keystage21、64-69頁。 
＊7 ＰＳＨＥ教育に関する質問 To Mr.Hayman （ＰＳＨＥ協会 Chief Executive）。 
The question  
①  PSHE education a subject entirely Socialist or not.  Over the years when the number has been 
decided about this education?  
② Which grade of school PSHE education is carried out? Which grade of stage on National Curriculum PSHE 
education is carried out?    
③ How does “health and economic education” will be each flow of personalities and values education?   
④ To be specific, what do “personality education” in the lesson?   
⑤  What kind of education does “social education” internally?   
⑥  What do you teach about “health education”? 
⑦  What do you teach about “economic education”? 
⑧  How do all students study values in connection with a current problem?  
⑨  What is the leaning in anticipation of practically action?  
⑩  What do you think about consideration you in order to avoid imposing value?  
⑪  How do you evaluate? To parents, telling how assessment of students are? 
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⑫  How much will this evaluation influence to higher schools?   
⑬  The teaching of respect for human life and what relevance do?  
⑭  Where the relevance of religious education?  What is the difference?  
⑮  Where is the relevance of “citizenship education”?  What is the difference?  
⑯  Period of education why, with the theme of one of these four pillars of. 
Add question 
⑰  What kind of values awareness training?   
⑱  Advanced performance whether there is overlap in PSHE education teaching and religious education? 
⑲ What is effects of PSHE education guidance as immediate advantage? Also, what do you expect about the 
effects of rises in the future? 
⑳ How to show publicly effect visible as education PSHE is coming up? Thinks future effects of such 
education publicly shows actively are you trying? 
㉑  I want introduce school PSHE education  effect is coming up.  Want to know specific PSHE education 
efforts. Are these schools honored as the PSHE Association?  
㉒  Is the degrees of freedom of each school for PSHE education? As PSHE Association, how to grasp the 








＊9  経済産業省 （平成 18年 3月）「シティズンシップ教育と経済社会での人々の活躍についての研究会報告書」別
冊 ＜国内外の事例のヒアリング個票・参考資料＞ より。 
       ○ 研究開発協力校  お茶の水女子大学附属小学校 
    １ 研究開発課題  小学校における「公共性」を育む「シティズンシップ教育」の内容・方法の研究開発 











＊10  日本道徳教育方法学会（2014年）『道徳教育方法研究』20より「会務報告」126～128頁。第 20回研究発表大会  
シンポジウム「シティズンシップ教育から道徳教育は何を学ぶか」発表者渡邉満（岡山学大学院）、水山光春（京都教育
大学）。 
＊11 柴沼晶子/新井浅浩 編著（2001年）『現代英国の宗教教育と人格教育（ＰＳＥ）』東信堂、182-200頁。 
＊12 シティズンシップ教育に関する質問 to Mr. Richard Matthells （Vice schoolmaster of junior high school） 
Citizenship education is from 2002 in key stage 3 and 4 as part of the national curriculum for compulsory turned.   
The question 
① Become and why, alongside religious education in values education, citizenship education is 
compulsory?   
②  At key stage 1 and 2 PSHE and citizenship as a non-statutory framework, national curriculum 
combining reason to educate its own divided from stage 3 is being built? 
③ Citizenship education within the curriculum take place in what we do?   
④  Citizenship education is in relation to other subjects and religious education at any point is 
removed?   
⑤ In learning program and any common relation to PSHE education will?  
⑥ Citizenship education should learn how active how are, assessment discussion, simulation activities 







＊15 Cox, E. Changing Aims in Religious Education, Routledge & Kegan Paul,1966. 





＊18 文部科学省（2015（平成 27）年 7月）小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編、3頁 
＊19 杉原誠四郎（2007）『日本の道徳教育は韓国に学べ －道徳教育教科化への指針』文化書房博文社、81頁。 
＊20 同上書、81-82頁。 









＊26 도덕 5∼6학년② なお、6年生の教科書も表紙には、５～６年生の２年間の間に２冊を使用するようにするため、
5～6年生用教科書①、②という示し方も併用している。 




＊28 アメリカ中央情報局（CIA）（2010）『ザ・ワールド・ファクトブック』、ISSN 1553-8133 より。 
＊29 図 12に示したとおり、道徳科教科書には、顔写真と思想家・宗教家を線で結ぶ学習で、キリストやブッダと並 
び、孔子が登場する。次ページからは、孔子の在りし日の物語まで２大聖人とともに示されている。 
＊30 関根（2012）「韓国における宗教教育の動向 －「教育課程」にみる宗教教育科目－」 『学校における宗教にか
かわる教育の研究①－日本と世界の宗教にかかわる教育の現状』公益財団法人中央教育研究所、42頁。 
＊31 貝塚茂樹（2012）『道徳教育の取扱説明書‐教科化の必要性を考える』学術出版会、111－118頁。 























第 5章 学校教育における「宗教的情操」について 
 

















 ２ 何人も、宗教上の行為、祝典、儀式又は行事に参加することを強制されない。 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































           道徳的情操の教育 




           宗教的情操の教育 



























































表2 「感動・畏敬の念」の項目に関わる『学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』の記述のまとめ 
 
 小学校低学年（第1学年及び第2学年）                                   
①身近な自然の美しさに感動する心                     
②心地よい音楽、芸術作品などにふれて気持ちよさを感じる心          
③物語などに語られている美しいものや清らかなものに素直に感動する 
中学年（第3学年及び第4学年）                          
①人の心や生き物の行動を含めた気高さに気付く心  
 高学年（第5学年及び第6学年）                                  
①人間のもつ心の崇高さや偉大さに感動する心                  
②真理を求める姿や自分の可能性に無心で挑戦する人間の姿に感動する心    
③芸術作品の内に秘められた人間の業を超えるものに気付く畏敬の念      
④大自然の摂理に感動しそれを包み込む大 
 
いなるものに気付く畏敬の念      ⑤文学作品、絵画や造形作品などの美術、壮大な音楽
などの美しいものに感動する心 
中学校①自然の美しさや芸術作品や芸術家の技、人間のもつ心の崇高さや偉大さ、 



































































































































＊1  文部科学省 2015（平成 27）年 7月 『小学校学習指導要領解説 総則編（抄）』、9－10頁。 
＊2  文部科学省生涯学習政策局政策課 『新しい教育基本法について』（平成 18年 12月）。 
www.mext.go.jp/b_menu/kihon/houan/siryo/.../001.pdf 
＊3  廣瀬裕一（1996）公立学校/私立学校と宗教－見えない宗教を巡って『宗教の中の学校』時事通信社、43-52頁 。 
＊4  日本私立小学校連合会（通称「日私小連」）によると、2016年現在加盟校は 188校。ただし、全国には加盟して
いない私立小学校が 10校ほどある。（日本私立小学校連合会 2016年度名簿より） 
＊5  同上書。 
＊6  下村哲夫（1996）教育と宗教の関係 『宗教の中の学校』下村哲夫編 時事通信社、12－23頁。 
＊7  貝塚茂樹（2012）『道徳教育の取扱い説明書－教科化の必要性を考える』学術出版会、111－118頁。 
＊8  村田昇（2011）『道徳教育の本質と実践原理』玉川大学出版会、70－78頁。 
＊9  E.シュプランガ―（著）村田昇（翻訳）片山光宏（翻訳）（1987）『教育学的展望―現代の教育問題』東信堂。 
＊10 文部科学省 学制百年史資料編より「一般ノ教育ヲシテ宗教外ニ特立セシムルノ件」（明治三十二年八月三日文
部省訓令十二号）。http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1317974.htm 
＊11  井上兼一（2005）「1930年代における宗教教育政策の転換とその影響」『龍谷大学文学研究科紀要』27、55-70頁。 
＊12 同上書、111-118頁。 
＊13 文部時報第 535 号（1936）「宗教的情操の涵養に関する留意事項」（文部次官通牒発普第 160 号）（2013）『文献資
料集成日本道徳教育論争史 第Ⅱ期修身教育の改革と挫折 ９修身教育と宗教教育』日本図書センター、703頁。 






＊16 辻田力, 田中二郎監修（1947）「教育基本法の解説」教育法令研究会 (文部省内)、12頁。 
＊17 天野貞祐（1884- 1980）大正・昭和期の日本の哲学者・教育者・文学博士。文部大臣（第 3次吉田内閣）。業績と
して『カント純粋理性批判 純粋理性批判の形而上学的性格』岩波書店「大思想文庫」 1935、復刊 1985。『「純粋理性
批判』について』講談社学術文庫 1980など多数。 
＊18 天野貞祐（1953）「国民実践要領」（2015）『文献資料集成日本道徳教育論争史 第Ⅲ期戦後道徳教育の停滞と再生 
11「修身科」復活と「国民実践要領」』日本図書センター、327－359頁。 
＊19 中央教育審議会第 19特別委員会（1965）「期待される人間像（中間草案）」（2015）『文献資料集成日本道徳教育論
争史 第Ⅲ期戦後道徳教育の停滞と再生 13「期待される人間像」論争 日本図書センター、477－492頁。 
   中央教育審議会第 19特別委員会（1966）「期待される人間像（最終報告）」（2015）『文献資料集成日本道徳教育論




















『西田幾多郎と和辻哲郎』（1964）などがある。1969（昭和 44）年 12月 9日死去。原島 正（1989）『日本百科全書』 
小学館より。 
＊27 貝塚茂樹（2010）「戦後の道徳教育における『宗教的情操』と『生命に対する畏敬の念』の検討」 日本道徳教育
学会第 75回（平成 22年度春季）発表原稿より。 
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店、89頁。 
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       図 16 17～18世紀の西洋における「寛容」の基となった歴史的流れ 
 
































































 Toleranceとは、“the action or practice of enduring or sustaining pain or  
Hardship“と、The Oxford English  Dictionary ＊15では示されており、その次の意味と










 一方で、Forgivenessとは、〝the action of forgiveness ;pardon of a fault, 
remission of a debt ,etc.（赦すとは、失敗の容赦や罪の赦免といった赦しの行動）と
同じ The Oxford English  Dictionary ＊17には示されている。第 2の意味としては、






  B 宗派 
図 17 宗派間の対立と「宗教的寛容」 
図 18 神と信者の間における懺悔とゆるしの関係 
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2 西洋の「寛容」と日本における「寛容」の価値の違い  























































































1  内容項目の「寛容」の価値について 
 新設された「特別の教科 道徳」において、「寛容」の内容項目に変化が見られた。それま
では、寛容については小学校高学年から指導する項目として扱われていたが、特別の教科道












































 また、2008（平成 20）年刊行の『小学校学習指導要領解説 道徳編』と比較するために、

























































(1)  人と自分とのかかわりで生じる課題に対する寛容 









































⑤ 相手に対して、理解し受け入れるという行動をとることができるか。       
































































































＊1  寛容の定義は、英語の “Tolerance” と“Forgiveness”では、全く異なる。これは宗教に関わる単語だから 
   であり、これまで検討してきた「宗教的情操」に関わる課題が明らかになってくる。詳細は注 17、18，19。 
＊2  ジョン・ロック(1689a) 宮川透訳「統治論―市民的な統治の真の起源と範囲と目的とに関する小論」『世界の
名著 ロック・ヒューム』中央公論社、240－251頁。 
＊3  ジョン・ロック(1689b) 生松敬三訳「寛容についての書簡」『世界の名著 ロック・ヒューム』中央公論社、
349－402頁。 
＊4  同上書。 
＊5  同上書。 
＊6  フランス革命前のフランスの政治・社会体制の総称。それまでの絶対王政での国民は、第一身分が聖職者、第 
二身分が貴族、第三身分が平民だった。しかしこの第三身分の平民が人口の 9割であった。 
＊7  裁判の不正が主な原因。シルヴァン事件、シュヴェリエ・ド・ラバル事件、ラリ＝トランダル事件など。ヴォ 
ルテールは、これらの事件の裁判について、その誤りを指摘してやまなかった。詳細は以下を参照のこと。中川信 
（2011）解説,ヴォルテール 中川信訳『寛容論』中公文庫、217－242頁。 
















＊13  Ibid.pp.40 
*14  図 18の関係性は、神と信者の関係性が入れ替わることはない。ところが、図 17のように宗派の異なるキリス   
ト教徒は改宗することにより関係性が入れ替わることもある。そこで、図 18の神と信者の関係性には、「宗教的寛容」
という言葉は該当しない。 
*15  The Oxford English Dictionary Ⅵ second edition, Oxford University Press,pp.72 
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気持ち、そして、それが道徳的価値のどんな内容項目に該当するかである（表 4参照）。   
表４ 『青の洞門』における資料の価値分析表 
了海の行為・気持ち 村人の行為・気持ち 実之助の行為・気持ち 道徳的価値 
 また人が死んだ  死んだ人への同情 
かわいそうなことだ   村人への同情 
よし道をつくろう   目標設定と決心 
 無茶の話だ  不可能という判断 
一人でやろう   目標実現への努力 
9年間で 40ｍ掘る   強い意志 
 大岩壁が貫けるかも  ほのかな希望 
また一人でがんばる   己を乗り越える心 
全体の半分を掘る   増々強まる意志 
 了海を手伝おう  了海への尊敬の念 
  父の敵を発見 了海への憤り 
  あわれな姿の了海だ 同情と尊敬 






  了海の手を握る 過去のすべてを忘
れて、ゆるす思い 



























          学習活動               指導上の留意点 
導入 (1) 耶馬溪の写真を見せて、この話が     地図で位置的な確認をする。 
     菊池寛の『恩讐の彼方に』という作     ２１年間に１８５ｍを掘った 
     品からのもので、実話に基づいてい     ことを確認して関心を高める。 
     ることを紹介する。 
展開  (2) 資料「青の洞門」を読み、了海の行為  ・命をかけて罪をつぐなおうとする 
     と実之助の気持ちの変化を話し合う。    了海と罪を許す実之助に話合いの     
①この話から、どんなことを話し合って    ポイントをしぼる方向で進める。 
みたいと思ったか。その時の２人を気 
持ちを考えてみよう。 
・了海はどうして穴を掘ったのか。         
・実之助はなぜゆるしたのだろうか。 
    ②なぜ、こうまでして了海は穴を掘った     ・了海の行為に共感させて、心情を 
     のだろうか。               読み取らせる。それによって、生 






















































































































































































































     ・死んだ気落ちになって穴を掘りたい。   省している姿に気付くようにする。 
     ・自分の犯した罪を償いたい。       
    ③なぜ、実之助は了海と一緒に穴を掘っ 
     たのだろうか。 
     ・早く穴が完成すれば早く仇を討てる。  ・了海に対する実之助の憤りにも 
     ・20 年間穴を掘ってきたから、完成さ    共感させて考えさせたい。 
      せてから敵討ちをしても遅くない。    了海の年老いた姿を目の当たり 
     ・村人の願いもあるから完成まで待とう。  にした時の驚きを十分に考えら 
④ 穴が完成した時に、どうして実之助は    れるようにする。 
了海を討たなかったのだろうか。 
     ・もう十分に了海は罪をつぐなっている。 ・了海の悔恨の念の深さとその後 
     ・村人の命を助けようとして自分の命を   の謙虚さに、実之助の揺れ動い 
      かけている人を討つことはできない。   ただろう心の葛藤を深く考える 
     ・20 年間了海もつらかっただろう。     ような時間を確保する。 
     ・了海も弱い心を乗り越えて目標を達成  ・役割演技で語らせていく指導法 
      したことで、父もきっと許すだろう。   も可能。 
 
終末 (3) 人間には敵討ちのために相手を殺そうと  ・気高さは寛容と生命尊重が昇華 
     思っていても、生命を尊重した崇高な生   した所に気高く生きる姿として 
     き方に触れることで相手をゆるし、より   現れる点に気付くようにする。 






＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   
 教師「実之助はどんな気持ちから洞窟の穴掘りを手伝ったのでしょうか」 





















































※参考 6年 1組（在籍 36名）  
相手を討つのは仕方ないという、まだ怒りの気持ちが残っている… 9人 














かせて、よりよく生きようとする道徳性を高めることが確実にできると考えた（表５参照）。   
自らの生き方にもどって道徳的価値を考える授業を実践するとき、内容項目 B[相互理解，

















時   流れ   ＜学習活動＞            ＜指導上の留意点＞ 
第  導入  ･アンケート調査結果をふりかえる。 ・何に関わるかで赦せる基準が異なる点を知
る。 
一  展開  ･『銀のろうそく立て』を読む。   ・ジャンを赦す司教の心情を焦点化する 
次  終末  ・司教の気持ちを整理する。    ・多様な価値観が含まれることを知る。 
第  導入  ･ 多様な価値についてふりかえる。 ・ ゆるしに多様な価値観が関わることを確
認する。 
二  展開  ･『ひとふさのぶどう』を読む。  ・ジムがどんな気持ちで赦したか整理する。 
次  終末  ・どんなことで相手を赦したか振り返る。  ・どのような価値観を基に赦したか考えることが
できるようにする。 
第  導入  ・ゆるしと他の価値観との関連を確認する。 ・ゆるしと生命尊重の価値の関連性に気付
くようにする。 
三  展開  ・『命を見つめて』を読む。    ・ 猿渡瞳さんが司教やジムならどうか。 





























〇3 次 『命を見つめて』木下美紀作 






























































































































          学習活動               指導上の留意点 
導入 (1) 事前に実施したアンケートの結果    ・「ゆるしのアンケート」を 
     を見て、考える。             事前に実施して、ゆるせる・ 
○ どんなときにゆるせるのでしょう。   ゆるせないに○の多かった項目 
○ どんなときにゆるせないのでしょう。  のランキングを用意する。 
・ 命にかかわることや自分に関する ・それとなく「生命」と「ゆるし」 
ことについては厳しい。      の関連性にふれておく。 
展開  (2) 資料「銀のろうそく立て」を読み、司教  
     とジャンの気持ちの変化を話し合う。    
①司教とジャンについて話し合ってみたい  ・司教の気持ちを中心に考える 
 ことを考える。              ようにする。ジャンの気持ちも 
・司教はなぜ銀の燭台も渡したのだろうか。  補足的に考えながら、罪を犯し 
・銀の燭台を渡されたジャンはどんな思い  た人をゆるす司教に焦点を当て 
 がするだろうか。            る。 
    ②なぜ、一晩泊めた一方で、銀の皿を盗まれ  ・ジャンがいなくなった時に、お 
     たのに、その犯人を許したのか。      伝いさんに語ったミリエル司教の 
・もともとあの銀の皿は貧しい人の物だ。  気持ちを想像できるようにしたい。 
     ・貧しい思いになれば皆同じ行動に走る。 
     ・人間には弱い心があるものだ。 
    ③なぜ、ジャンに向かって「この銀の燭台も ・ゆるすことによって、その先に 
     お忘れですよ」と司教は言ったのか。    司教さんが何を考えているかを 
     ・これを機会に善良な人になってほしい。   想像できるようにしたい。 
     ・この人を救うには、この方法しかない。  
     ・自分で悪かったことに気付いて、立派  ⇒切り替えしの発問 
      な人になってほしい。         「司教さんはジャンにどんな人に 
                          なってほしいのでしょうか」  
    ④司教さんがジャンにしたような「ゆるす」 ・素直に、自分にはゆるせないと 
     ことを今までにしてきただろうか。     いう思いを語らせてよい。  
・悪い人をゆるすようなことはしてない。 ・では、なぜこの司教さんには  
     ・喧嘩をした相手をゆるしたことはある。   それができたのかを深く考えら 
     ・自分にはなかなかできない。       れるようにしたい。 
98 
 
終末 (3) 人間にはこうした「ゆるす」という行動  ・教師の説話 
ができる人もいるのだということを知り、  「先生がいじめにあった時一人 
寛容という価値にあらためて関心をもつ。  の自分に一緒に帰ろうと声をか 
                          けてくれた仲間が、実は馬鹿に 
    ○教師の説話を聴く。            していたＨ君でした。Ｈ君に「あ 


























































































図 23 児童による「寛容」と関連する価値の整理 
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          学習活動               指導上の留意点 
導入 (1) ゆるしに関する２つの資料から学んだ   ・２つの資料の登場人物の生き方 
     ことをふりかえる。             に焦点を当ててゆるしを考える。 
○ゆるしをテーマに学んで分かったことは？  ①銀のろうそく立て 
・自分も相手も精一杯生きる中で許せる。  ジャンとミリエル司教の生き方 
     ・相手をゆるすことは自分をゆるすこと。 ②ひとふさのぶどう 
     ・ゆるすには自らに謙虚な心が求められる。 ぼくとジムの生き方 
展開  (2) 資料「命をみつめて」を読み、主人公の   
     猿渡瞳さんの生き方を通して、寛容を基盤 
 とした生命を尊ぶ心情について考える。   
   ① 資料を読んで、猿渡瞳さんの生き方で感動 ・主人公の猿渡瞳さんの年齢が 
した場面はどこでしょうか。また、それは  自分たちとほぼ同年齢で、同じ 
どうしてでしょうか。           ようなことに興味をもつ世代だ 
                     ということに気付くようにする。 







     
 
② 猿渡瞳さんが言う「本当の幸せ」とは、  ・小集団グループで上記の場面 
  どういうことだと思いますか。       に感動した理由を話したあと、 
    「本当の幸せ」⇒「今、生きているという   グループごとの発表をする。 
こと」⇒「今の生命を輝かせて、精一杯に  ・「本当の幸せ」の意味を話合う 
    生きること」                ことで、生き方と生命を尊ぶこ 
   ※日本生命財団のビデオ映像を見る。      とのつながりを考える。       
      猿渡瞳さんの弁論大会の様子      ・猿渡さんの人生をふりかえる 
                          ねらいをもって映像を見る。 
      
終末 (3) もしも猿渡さんが、ミリエル司教だったら ・複数時間扱いの道徳授業のまとめとして 
     ジャン・バルジャンをゆるすかどうか、   課題意識を整理するためにも、命の大切さ 






























































＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   
教師 「もしも猿渡瞳さんが、ミリエル司教だったらジャン・バルジャンをゆるすでしょ 




  見て、きっともっとまじめに生きなさいと叫ぶと思う。 
ｃ：ぼくもミリエル司教のようにはジャン・バルジャンをゆるすことはないと思います。   







































































































第 3節 「寛容」と「生命尊重」の道徳的価値に関する児童の意識調査 
 
1 「寛容」に関する意識調査 


























次の質問に答えてください。                       ６年  組 氏名（       ） 
質問１ つぎの場合、自分の中で「ゆるせる」と思うのはどれですか。「ゆるせる」と思うものすべてに○をつけてくだ
さい。 
① （  ） 給食を食べていて、自分で失敗してミートソースをワイシャツやブラウスにこぼした。 
② （  ） 宿題をやろうと思ったら、学校に宿題の問題集を忘れてしまった。 
③ （  ） 友達と話をしていたら、ふざけて押されてしまい、ころんだ。 
④ （  ） ノートにていねいに書こうとしたら隣の席の人が机をゆらして、自分の字がうまく書けなかった。 
⑤  （  ） 自分が大切に育てていたチューリップの球根の芽が、誰かにぬかれていた。 
⑥ （  ） 自分の作品の絵に、小さいけれども落書きをされていた。 
⑦ （  ） ペットと散歩中に、うしろから車にクラクションを鳴らされた。 
⑧ （  ） 自分の大切な人形をあやまって落としてこわした。 
⑨ （  ） 自分の大切にしている本を貸したら、友達がなくしてしまった。 
⑩ （  ） 自分の家族を事故でなくした。 
質問２ つぎの質問に答えてください。 
① いのちは大切なものだと思いますか。  YES（   ）   NO（   ）    分からない（    ） 
② ①で YES と答えた人にたずねます。  どうしてそう思いますか。 
 







1 位 自分の家族を事故でなくした                    13 人（6％）               
2 位 自分が大切に育てていたチューリップの球根の芽が、 
誰かにぬかれていた                        68 人
（32％） 
3 位 自分の大切にしている本を貸したら、友達がなくしてしまった     79 人(37％) 
4 位 自分の作品の絵に、小さいけれども落書きがされていた       90 人(42％) 
5 位 自分の大切な人形をあやまって落としてこわした           127 人（58％） 











1 位  給食のミートソースをワイシャツにこぼした              176 人(82％) 
2 位  友達と話をしていたら、ふざけて押されてしまいころんだ     161 人(75％) 
3 位  ノートを丁寧に書こうとしたら、           
隣の人が机をゆらしうまく書けなかった              159 人(74％) 
4 位  ペットと散歩中にうしろからクラクションを鳴らされた      154 人(72％) 
5 位  宿題をやろうと思ったら学校に問題集を忘れてしまった      131 人(61％) 
















YES 207 人 NO７人  分からない１人 
 ・言葉では表せないほど大切である         ・命がないと生きていけないから 
・人に一つしかないし、なくなったら人生が終わる  ・命は一つしかなく。失ったらもうリセットがきかない。 
・一つしかないから                ・ないと生きられない 
・二度とかえってこないから            ・命がないと終わる 
・一人ひとつだから                ・死んだら終わり 
・人は死ぬようにできている。           ・世界で一つしかないから 
・生きている間は思いきり生きた方がよいから。 




いとする 202 人は、すべてこの 207名に含まれている。注目すべき点は、家族が事故にあっ
て亡くなったことを「ゆるせる」とした 13 人である（図 30 参照）。それは、なぜなのか。 








アンケート （2009－2010） 合計 215人 
  いのちは大切なものだと思うか 
    YES      NO 
自分の家族を事故で
亡くした 
   ゆるせない     207人      7人 
   ゆるせる      13人      0人 
図 30 「ゆるす」と「生命尊重」のクロス集計結果 
 
3 意識調査と授業の仮説検証との関連 





































「ゆるせると思う」に○をつけた下位および上位の各５つは、図 31,図 32のとおりである。 
（下位１～5位） 
1位 自分の家族を事故でなくした                     6人(3％)                 
2位 自分が大切に育てていたチューリップの球根の芽が、 
誰かにぬかれていた                                           38人(17％) 
3位 自分の大切にしている本を貸したら、友達がなくしてしまった   58人(27％) 
4位 自分の作品の絵に、小さいけれども落書きがされていた      64人(30％) 
5位 ペットと散歩中に、うしろから車にクラクションを鳴らされた   79人(35％) 
図 31 授業後の「ゆるせると思うかどうか」に関する回答 
（上位１～5位） 
1位 給食のミートソースをワイシャツにこぼした            96人(45％) 
2位 ノートを丁寧に書こうとしたら 
隣の人が机をゆらしうまく書けなかった                         93人(43％) 
3位 友達と話をしていたら、ふざけて押されてしまいころんだ     87人(41％) 
4位 宿題をやろうと思ったら学校に問題集を忘れてしまった      87人(41％) 
5位 自分の大切な人形をあやまって落としてこわした         84人(39％) 
図 32 授業後の「ゆるせると思うかどうか」に関する回答 
  
「生命尊重」に関する価値についての設問とその回答は、「いのちは大切なものだと思
いますか」との問いに、YES 103人 NO 0人 という結果だった。       
 次に、複数時間扱いの道徳授業を実施する前と後との回答結果を比較してみた。その










1位 自分の家族を事故でなくした                     4人⇒ 6人 
                                 （4％⇒6％） 
2位 自分が大切に育てていたチューリップの球根の芽が、        35人⇒38人 
誰かにぬかれていた                       （32％⇒35％） 
3位 自分の大切にしている本を貸したら、友達がなくしてしまった     48人⇒58人 
                                  （44％⇒54%） 
4位 自分の作品の絵に、小さいけれども落書きがされていた        48人⇒64人 
                                                                    (44%⇒59%)    
5位 ペットと散歩中に、うしろから車にクラクションを鳴らされた     78人⇒79人 
                                                                    (72％⇒73％) 
図 33 授業の前後での「ゆるせると思うかどうか」に関する回答 下位１～5位 
（上位 1～5位）  
1位 給食のミートソースをワイシャツにこぼした             91人⇒96人 
                                               (84%⇒89%) 
2位 ノートを丁寧に書こうとしたら隣の人が机をゆらし、うまく    81人⇒93人 
書けなかった                          (75％⇒86％) 
3位 友達と話をしていたら、ふざけて押されてしまいころんだ       82人⇒87人 
                                                                    (76%⇒81%)  
4位 宿題をやろうと思ったら学校に問題集を忘れてしまった        71人⇒87人 
                                                                    (66％⇒81%) 
5位 自分の大切な人形をあやまって落としてこわした           67人⇒84人 
                                                               (62％⇒78%) 



























































































＜現行のゆるし「ゆるす」＞     ＜生命尊重をコアとしたゆるし「赦す」＞ 
   道徳の内容項目         すべてのものの基本は「生命尊重」の視点 
    視点 1                 
 視点 2 謙虚・寛容  
    視点 3          視点 1 視点 2 ゆるし 視点 3 視点 4     
視点 4 
















えたものへの畏敬の念をはぐくむことの間に関係性がある点を指摘している（図 36参照）。   
     









     自他の生命を尊重する心                謙虚さ（寛容） 
























*1 2010年 2月 23日（火）2校時 9:45～10:30 6年 1組 道徳授業実施。 
3校時 10:45～11:30 6年 3組 道徳授業実施。 
4校時 11:35～12:20 6年 2組 道徳授業実施。 
*2 2010年 4月 15日（木）2校時 6年 2組道徳授業実施（その１）  
3校時 6年 1組道徳授業実施（その１） 
              4校時 6年 3組道徳授業実施（その１） 
       4月 22日（木）2校時 6年 2組道徳授業実施（その２） 
 3校時 6年 1組道徳授業実施（その２） 
              4校時 6年 3組道徳授業実施（その２） 
       5月 13日（木）2校時 6年 2組道徳授業実施（その３） 
3校時 6年 1組道徳授業実施（その３） 
              4校時 6年 3組道徳授業実施（その３） 
*3  アンケート実施対象者および実施日時    
2009年度早稲田実業学校初等部 6年生 107名 （2009年 4月 20日） 
2010年度早稲田実業学校初等部 6年生 108名 （2010年 4月 15日および 7月 8日）    
*4   2010年度の 6年生 105名については、1学期の道徳で複数時間扱いの道徳授業を計画した。そのために、 
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   2010年 4月 15日と 7月 8日のアンケート実施の間の 3ケ月の中で、3回連続の複数時間扱いの道徳授業を 
   実施した。 
*5   Maslow, A,H.  Toward a Psychology of Being, Van Nostrand, New York,1962, pp.5. 
     マズロー（1964） 上田吉一訳 『完全なる人間』誠信書房、21頁。 
*6   文部科学省 2015（平成 27）年 7月『小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』、61頁。 








































































































の発芽について 4月の段階に学習するようにし、社会科は 5月に農家のくらし、家庭科は 1
学期と 2 学期に安全な食品と栄養素について考え、体育科は 2 学期に保健の授業で、わた
したちのからだについて学ぶようにした。 

























































態度を培うことになる（表 6及び図 39を参照）。 
 
表６ 「寛容」を基盤においた「生命尊重」の総合単元的道徳学習の立案計画 
   総合単元的道徳学習の立案   配慮する事項 
第 1段階 総合的な学習の時間の立案 生命尊重に関する複数回の体験学習 
第 2段階 各教科・領域の立案 生命尊重に関する学習の関連づけ 
第 3段階① 1時間に複数のねらいを設けた道徳授業立案 １の体験や２の知識・技能を利かす時期 




道徳授業（第 4 回）相手との違いを受け 
とめ謙虚な態度で自他の生命を尊重し、 
よりよく生きようとする態度を育てる。 
               【学活】記念文集制作 
道徳授業（第 3 回）ねらい相手の意見 
を素直に聞いて、自分と異なる意見を 
尊重する謙虚な態度を育てる。   【体育科】保健編 
わたしたちのからだ 
道徳授業（第 2 回）ねらい生命は多くの    
生命のつながりの中にあることに気付き    【家庭科】調理実習 
生命はかけがえのないものだという判断      【国語】お礼の手紙② 
力を培う。          【総合】稲刈り 
                【総合】田の草とり 
道徳授業（第 1 回）ねらい生命とは一回    【家庭科】安全な食品 
失ったら二度と元へ戻らないことに気付き   【国語】お礼の手紙① 
生命を尊重しようとする心情を育てる。   【総合】田植え 
                 【社会科】農家の暮し 
                                           【理科】単子葉植物 










＜道徳授業第 1回 9月 10 日（木）2校時＞
 ねらい   「生命とは一回失ったら二度と元へ戻らないことに気付き、生命を尊重しよ
うとする心情を育てる」 
 資料    「母とながめた一番星」（学研『みんなのどうとく』5年） 
 中心発問  「自分のいのちに対して何かメッセージを送るとしたら何と言いますか？」  
 体験活動  総合的な学習の時間において「稲作体験」第 1回の田植えを 6月中旬に 
       実施している。また、夏休み期間には希望者とその保護者が、田植えをし 




＜道徳授業第 2回 11月 26日（木）2校時＞ 
ねらい   「生命とは多くの生命のつながりの中にあることに気付き、生命をかけがえ
のないと考える判断力を育てる」 
資料    「その思いを受けついで － いただきますを考える」 
 中心発問  「主人公のぼくは、おじいちゃんののし袋を見てどんな決意を胸にしたでし 
ょうか？」 
体験活動  総合的な学習の時間において「稲作体験」第 3回の稲刈りを 10月上旬に 
      実施している。また、家庭科の学習で「安全な食品と栄養素」の学習で、 
      収穫したコメについての栄養に関する学習を行い、その後調理実習で炊飯 
      について学んでいる。 
 
 
＜道徳授業第 3回 2月 25 日（木）2校時＞ 
 ねらい   「相手の意見を素直に聞いて、自分と異なる意見を尊重する謙虚な態度を育
てる」 
 資料    「銀のろうそく立て（『レ・ミゼラブル』から）」（学研『みんなのどうとく』
5年） 
 中心発問  「司教さんはどんな気持ちでジャン・バルジャンをゆるしたのでしょうか？」 
 体験活動  総合的な学習の時間において「稲作体験」でお世話になった農家の方に、 
       これまでのお礼と感謝の気持ちをまとめた手紙を文集として、2学期末の 
       12月に作製して送っている。 
 
 
＜道徳授業第 4回 3月 10 日（木）2校時＞ 
 ねらい   「相手との違いを広く受けとめ、謙虚な態度で、自他の生命を尊重して、よ
りよく生きようとする態度を育てる」 
 資料    「青の洞門」（学研道徳ビデオより） 
 中心発問  「実之助は、親の仇である了海のいのちをとらず、なぜ手をともにとりあっ
たのでしょう？」 
 体験活動  1年間をふりかえり、心に残ったことを 5年生最後の授業参観・保護者会 
       で一人ひとりの児童が発表する機会をもった。これは総合的な学習の時間 






2 総合単元的道徳学習のまとめとなる第 4回の道徳科の授業について 
<総合単元的道徳学習の第 4回道徳科授業＞ 
日直： これから道徳の授業をはじめます。（礼、お願いします）                 
















    最初に DVD の教材をみんなに視聴してもらいます。タイトルは、『青の洞門』と
言います。菊池寛という人が書いた小説『恩讐の彼方に』からの作品です。出てく
る登場人物は、了海というお坊さんと実之助というお侍さんです。 （板書） 
                                                                          
        DVD 教材 『青の洞門』  （14分間） 
 
教師： ではこれからみなさんに幾つか尋ねてみます。その問いに答えてみましょう。 




    【DVD 発問①】了海はどんな思いから「道を作ろう」と考えたのでしょう？ 




T ： ほかはいいですか。はい、みんなの意見も 3人の人に近いでしょうか。 
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T ： もうこれ以上死人がでないようにするために作ったと思う人は挙手して。（8人） 
   ご主人さまを殺してしまったつぐないのために作ったと思う人は挙手して。（28 人） 
 
  【DVD 発問②】実之助はどんな気持ちで了海を切ろうとしたのでしょう？ 







  【DVD 発問③】実之助はどんな気持ちで洞窟堀りを手伝ったのでしょう？ 
  （発問の画面を児童が見ている間に、いまの児童の発言を板書した） 
T ：だって、普通ねえ、殺されたお父さんの子どもでしょう、実之助は。 
  （黒板を示して）こちらは（了海を指して）、殺人をした犯人ですよ。 
   かたや、かたき討ちをしようとした、こちらはつぐないをしようとしている。 
   そんな２人が目の前にいて、2人で洞窟をほってしまったってありますか？ 





T  ：ということは、少し許したのかな。（うん）  
   少し待ってあげたわけかな。（うん）待ってあげたのだねえ。 
C８：別の意見だけど（いいですよ）、どんな気持ちで洞窟堀りを手伝ったかというと、   
了海という年寄が一人でがんばっていたのを見て、心をうたれて手伝ってあげた。 




T ：では C８さんのように夜中でも一人でがんばっている了海に感動して手伝ったと思う 
人は？（15 名） 
C ：どちらもです、まざってます、等々。 
  【DVD 発問④】洞窟が完成したとき、了海はどんな気持ちだったのでしょう。 
   それに対して実之助はどう思ったのでしょう。 











がようやくきたのだ。だから、もういいよ。そういう気持ちなのでだって。    
よく考えましたねえ。ほかにはどうですか。いいですか。 
T ：それでは、逆に実之助。ついに来ました、かたきをとるときが、この時実之助は 










T ：了海は何と言っていたかというと、「さあ御切りなさい」「もう洞窟は完成したよ」   
こういう話なんだね。（黒板に表した関係図を示して） 
























C ： （つぶやきがふえる）（友達どうしで相談する） 
T ： じゃあ聞いてみよう。「食べないでー！」と叫んでいると思う人？ 
C ： 挙手（8名程度） 
T ： 「別にいいのではないか、食べられても」と言う人は挙手してください。 
C ： 挙手（18名程度） 
C ： つぶやき （野生のブタか、飼育されたブタかによると思うなあ） 
T ： 分かりました。意見の分かれるところですね。それではですね、（黒板を指して）  
   逆にそのいのちを食べている 5年生。5年生のみなさんは、どういう思いで食べて 
   いますか。この前、話していたねえ。 
C ： おいしい、おいしい。ありがとう。（それから）ごめんなさい。しつれいします。 
T ： そうだったねえ。そこで、ここがポイントなのだけれども、青の洞門の話と比べて 
   みましょう。 
T ： 了海は実之助のお父さんのいのちをとってしまいました。みなさんは、「ありがと












T ： はあ、ゆるされることではない。うーん、でも実之助はゆるしたよ。（間） 




   いいと思う。  
T ： 反省している。反省している。ではね、反省しているんだね、了海は。C18 くんは、
了海はいま反省していると言ってくれました。だからゆるしたっていいだろう。   
みんなは、ありがとう、ごめんなさいといってこっちのいのちを食べている。  
  みなさんは、何か反省している行動をしているのでしょうか。 
C ：（どうぞ隣の人と相談してみてください）（ペア同士の話合いが盛り上がる） 
C19：残さずにたべること。 
T ： はあ、残さずに食べることが反省している行動だと思うんだね。 
   残さずに食べることがつぐないに繋がる。ほかには？ 
C20：しっかり生きること。 




T ： まわりの人やもの、生物とか自然でいいですか？（C22：はい） 
T ： まわりの生物とか自然を大切に生きる。 
T  ：  何かみんなの言葉から、「生きる」という言葉がどんどん出てきました。 
    みんなは生きていくわけだもんね、これからも。 
T  ： 生きていくために、了海は道をつくってトンネルを掘ってきた。 





T ： そうだね。みんなは、いつもこんなことを考えながら生きているわけじゃあない。 




T ： あの瞬間だけでも、了海が道を作ったときのあの気持ちと同じになって、「残さず 
食べます」「しっかり生きていきます」「まわりの自然を大切に生きます」と思えば、 
稲や牛や豚から許されていることになるんじゃないのかな。（児童はうなずく。） 
    この両方の図を見て、そういうことが分かりました。 




T ： これが、これまでやってきた４回シリーズの「いのちとゆるす・ゆるされない」の授 
業のまとめです。 






T ： これで道徳の授業を終わります。（礼）。解散。                    
   
3 総合単元的道徳学習の検証 


















うことは考えにくく、そのため 5 段階（社会契約志向）を上限として、実際には 4 段階の
「法と社会の維持志向」をめざしていくところとした。 























































































































小学校 5 年 4 月   5 月   6 月   7 月   8 月   9 月   10 月   11 月   12 月   1 月   2 月   3 月 
              田植え 宿泊学習 田の草取り     稲刈り  調理実習（5年生総合的学習の時間「稲作体験学習」） 


































































*1  道徳教育の価値項目である「謙虚」は、その言葉自体は指導の観点のラベルとして挙がってはいない。しかし、   
「Ｂ 主として人との関わりに関すること」の中で、「相互理解、寛容」の観点の中に含まれている。「謙虚」と言う言
葉は、小学校第 5 学年及び第 6 学年と中学校の観点の説明に登場する。 
   小学校第 5 学年及び第 6 学年 相互理解、寛容 
  「自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、謙虚な心をもち、広い心で自分と異なる意見や立場を尊重すること。」 
   中学校 相互理解、寛容 
  「自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方が
あることを理解し、寛容の心をもって謙虚に他に学び、自らを高めていくこと。」     （下線は筆者による） 
 
*2  押谷由夫（1994）戦後の道徳教育の歩みと総合単元的な道徳学習『道徳と教育』No.282・283 日本道徳教育学会紀
要、4－15頁。 
*3 押谷由夫(1998) 『子どもとつくる総合単元的な道徳学習』東洋館出版社、60－61頁。 
*4 早稲田大学系属早稲田実業学校初等部 道徳年間指導計画（6年）別紙１参照。 
*5  荒木 紀幸(1988) 『道徳教育はこうすればおもしろい―コールバーグ理論とその実践』北王路書房。  




















































































































































































































































別紙 1 早稲田実業学校初等部 道徳 年間指導計画（６年） 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































※              主題は、大単元的な複数時間扱いの道徳授業  （第７章 93頁参照）。 
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